
５５年
ねん

かかってゴールインした日本人選手
にほんじんせんしゅ

 

 

 日本
にほん

は１９１２年
ねん

の第
だい

５回
かい

ストックホルム大
たい

会
かい

からオリンピックに参加
さんか

した。日本
にほん

ではまだオリンピックはほとんど知
し

られていなかった。選手
せんしゅ

を決
き

め

るマラソン大会
たいかい

が開
ひら

かれて、２０
は た

歳
ち

の学生
がくせい

が２時間
じかん

３２分
ふん

４５ 秒
びょう

の記録
きろく

で

勝
か

った。これはそのときの世界記録
せかいきろく

より２７分速
ふんはや

かった。学生
がくせい

の名前
なまえ

は金
かな

栗
ぐり

四
し

三
ぞう

。 

 

 金栗
かなぐり

はオリンピック選手
せんしゅ

に選
えら

ばれた。ストックホルムへ行
い

くお金
かね

がなかっ

たが、兄
あに

や友達
ともだち

がお金
かね

を集
あつ

めてくれた。それでやっとオリンピックに参加
さんか

す

ることができた。金栗
かなぐり

はもしかしたら１番
ばん

になるかもしれないと思
おも

われてい

た。しかし、マラソンが 行
おこな

われた７
しち

月
がつ

１ ４
じゅうよっ

日
か

はとても暑
あつ

い日
ひ

だった。金栗
かなぐり

は走
はし

っていてだんだん気分
きぶん

が悪
わる

くなった。水
みず

を飲
の

んだり、 頭
あたま

から水
みず

を浴
あ

び

たりしたが、３２ｋｍの 所
ところ

で倒
たお

れてしまった。近
ちか

くに住
す

んでいた大切
たいせつ

な人
ひと

に助
たす

けられて、その人
ひと

のうちに泊
と

まった。そして、次
つぎ

の日
ひ

、元気
げんき

になって、

日本
に ほ ん

の選手
せんしゅ

がいるホテルへ帰
かえ

った。 

 

 「消
き

えた日本人
にほんじん

」はスウェーデンのニュースになっていた。一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

捜
さが

し

ていた人
ひと

はみんな金
かな

栗
ぐり

を見
み

たとき、とても 喜
よろこ

んでくれた。しかし、金栗
かなぐり

は

恥
は

ずかしかった。 

 



 １９６７年
ねん

、７５歳
さい

の金栗
かなぐり

は招 待
しょうたい

されてストックホルムへ行
い

った。競
きょう

技
ぎ

場
じょう

でたくさんの人
ひと

に迎
むか

えられた金栗
かなぐり

はみんなの前
まえ

をゆっくり走
はし

って、ゴー

ルインした。「ミスター・カナグリ、ニッポン」。ゴールイン。時間
じかん

は５５年
ねん

…。

これでストックホルム大
たい

会
かい

は全
ぜん

部
ぶ

の 競
きょう

技
ぎ

を終
お

わりました。」金
かな

栗
ぐり

は言
い

った。

「長
なが

い試合
しあい

でした。始
はじ

まってからゴールインまでに孫
まご

が５人
にん

できましたよ。」 

 

               

 


